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　「
ふ
る
さ
と
か
か
し
親
の
会
」

会
長
・
岡
上
正
人
さ
ん
に
よ
る
奥

播
磨
か
か
し
の
里
で
の
地
域
づ
く

り
活
動
に
つ
い
て
の
講
演
が
、
昨

年
11
月
30
日
に
生
瀬
市
民
館
で
あ

り
ま
し
た
。

　
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
当
時
、

住
人
が
１
５
０
人
い
た
岡
上
さ
ん

の
故
郷
で
あ
る
村
は
、
40
年
以
上

も
前
に
最
後
の
子

ど
も
が
生
ま
れ
て

以
降
、
人
口
は
減

る
一
方
で
、
現
在

は
高
齢
者
中
心
の

10
人
の
み
が
暮
ら

し
て
い
る
姫
路
市

安
富
町
関
地
区
で

す
。
岡
上
さ
ん
は
、

そ
の
村
で
人
間
そ

っ
く
り
の
「
か
か

し
」
を
置
い
て

「
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
」
を
再
現
し
、

多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
村
づ
く
り
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
集
落
内
に
は
リ
ヤ
カ
ー
を

押
し
て
い
る
か
か
し
、
椅
子
に
座

っ
て
の
ん
び
り
話
を
し
て
い
る
か

か
し
な
ど
１
３
０
体
余
り
の
か
か

し
を
ジ
オ
ラ
マ
風
に
展
示
し
、
さ

ら
に
２
３
０
体
を
淡
路
島
の
国
営

明
石
海
峡
公
園
や
中
国
自
動
車
道

名
塩
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
に
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
生
瀬
地
域
も

こ
の
講
演
会
を
機
に
、
3
体
の
か

か
し
を
借
り
て
い
ま
す
。

　
奥
播
磨
か
か
し
の
里
で
は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
他
地
域
と

の
交
流
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
24
日
に
は
「
収
穫

祭
」
が
催
さ
れ
、
野
菜
の
即
売
り

や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、

ま
た
、
多
数
の
恐
竜
が
勢
ぞ
ろ
い

し
、
に
ぎ
や
か
な
催
し
と
な
り
ま

し
た
。

　
岡
上
さ
ん
は
、
都
市
住
民
が
田

舎
の
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
、
村

人
と
共
に
集
落
の
維
持
と
活
性
化

に
関
わ
る
活
動
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
）

　＜講演会＞
ー　かかしで村おこし　ー
講師：ふるさとかかし親の会　岡上 正人氏

　
西
宮
生
き
生
き
体
操
に
取
り
組

ん
で
早
や
11
年
。
体
を
動
か
す
毎

週
火
曜
日
が
楽
し
み
と
い
う
人
も

増
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
健
康
に
良
く
楽
し
い
取

り
組
み
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

テ
レ
ビ
で
筋
ト
レ
・
脳
ト
レ
「
リ

バ
イ
バ
ル
ダ
ン
ス
」
を
知
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
歌
手
の
安
室
奈
美

恵
さ
ん
や
S
M
A
P
の
振
付
師
兼

ダ
ン
サ
ー
で
あ
る
S
A
M
さ
ん
が
、

自
身
の
高
齢
の
母
親
の
病
気
を
き

っ
か
け
に
、
ダ
ン
ス
の
力
で
高
齢

期
の
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

目
的
（
病
気
予
防
な
ど
）
で
発
案

し
た
も
の
で
す
。
認
知
症
の
専
門

医
や
理
学
療
法
士
の
監
修
の
下
、

S
A
M
さ
ん
が
所
属
す
る
Ｔ
Ｒ
Ｆ

の
２
人
の
ダ
ン
サ
ー
と
共
に
考
案

し
ま
し
た
。
昭
和
や
平
成
の
ヒ
ッ

ト
曲
に
合
わ
せ
て
高
齢
者
も
楽
し

み
な
が
ら
踊
れ
ま
す
。
振
り
付
け

を
覚
え
た
り
、
懐
か
し
い
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
す
る

こ
と
は
脳
へ
の
刺
激
と
な
り
ま
す
。

思
い
出
も
再
生
し
な
が
ら
、
脳
と

体
を
元
気
に
す
る
ダ
ン
ス
で
す
。

振
り
は
間
違
え
て
も
、
楽
し
く
で

き
れ
ば
大
丈
夫
。

　「
リ
バ
イ
バ
ル
ダ
ン
ス
」
は
惣

川
集
会
所
で
始
め
た
ば
か
り
で
す

が
、
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
使
わ

な
い
部
位
も
含
め
て
、
ゆ
っ
く
り

だ
け
ど
全
身
を
動
か
す
の
で
汗
び

っ
し
ょ
り
！
」
と
の
声
。

　
こ
れ
か
ら
も
で
き
れ
ば
、
月
2

回
は
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
）

  

一
緒
に
い
か
が
？

     

脳
と
体
を
元
気
に
す
る
新
し
い
健
康
ダ
ン
ス
始
め
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                 

東
部
き
ず
な
会

ビデオを見ながら、懸命に振り付けを覚えるきずな
会の皆さん

ちょっと分かってきたよ！　歌も自然に口
から出て、楽しい！

切り絵　「松本城」
制作者：豊田 良三

（花の峯切り絵サークル）

温和な講演。岡上正人さん

後ろで3体のかかしも参加。岡上さんの講演を応援
しました

ティラノサウルスが歩き回る収穫祭

かかしの里で来客をお出迎え

西宮市生瀬町2-2-2

西宮市北部在宅療養相談支援センター ℡ 0797-84-2061

医療法人社団 緑水会

広告 広告

―
生
瀬
講
座
―

★
講
座「
認
知
機
能
を
高
め
よ
う
！
」

　
　
〜
頭
と
体
の

　
　
　
　
に
こ
に
こ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜

日
時
　

3
月
14
日（
金
）10
:
00
~
11:30

講
師
　
石
原
健
司
　
氏

　
　
　（
ラ
イ
フ
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
公
認
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ー
チ
）

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
※
申
込
不
要

問
　
生
瀬
市
民
館
　
☎
86・5
０
3
０

―
生
瀬
よ
ち
よ
ち
広
場
―

★「
こ
ど
も
の
心
と
絵
本
」

日
時
　

3
月
18
日（
火
）10
:
30
~
11:30

　
　
　
要
申
し
込
み
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

会
場
　
生
瀬
市
民
館

問
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー
　
☎
61・１
７
１
０

―
北
部
図
書
館
―

【
お
は
な
し
会
】
※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

★「
0
〜
2
歳
児
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
月
第
2
木
曜
日
　
11
:
00
~

場
所
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
15
組

★「
幼
児
〜
小
学
生
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
11:00
~

場
所
　
図
書
館
前
ロ
ビ
ー

定
員
　
先
着
12
人

問
　
北
部
図
書
館
　
☎
61・１
７
０
６

※
西
宮
市
に
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
た
　

　
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

【
3
・
4
月
の
催
し
案
内
】

　青峯道路から見る裏六甲の山々が、冬の装いを解くのはまだまだ先のようです。しかし、ふと道端に目を向けると、
そこにはかすかに春の訪れを感じさせる生命の息吹が感じとれます。
　さて、古くから摂津と丹波を結ぶ街道として栄えてきたわが町・生瀬は、生瀬皇太神社や淨橋寺をはじめとする歴
史的建造物を有し、いにしえの町並みを今にとどめています。
　１年足らず編集委員として関わってきて、地域情報誌として、この地域の人々の活動と生活に役立つ情報を収集する難
しさを痛感しました。長く続いた先人の苦労がしのばれます。地道な地域情報誌の出版が、その地域の人々の生活を守
り、文化を守ることにつながらなくてはならないものと分かりました。　　　　　　　　　　　 （花の峯編集委員　木村 勝三）

切り絵　「生瀬皇太神社」
制作者：鈴木 房子

（花の峯切り絵サークル）

編 集 後編 集 後 記記
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広告 広告広告

常
駐
し
ま
し
た
。

　
阪
鶴
鉄
道
は
そ
の
後
、
明
治
40

年
に
国
有
鉄
道
と
な
り
、
現
在
の

J
R
福
知
山
線
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
に
な
っ
て
周
辺
の
開
発
が

進
み
、
三
田
・
篠
山
方
面
か
ら
の

通
勤
客
の
増
加
に
よ
り
複
線
電
化

の
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
48

（
1
9
7
3
）
年
2
月
に
福
知
山

線
複
線
電
化
の
構
想
が
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
自
治
会
も
西
宮
市
や
大
阪

鉄
道
管
理
局
な
ど
に
働
き
か
け
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
ま
し

た
。

　
複
線
電
化
に
よ
り
、
昭
和
61
年

2
月
に
生
瀬
駅
の
駅
舎
新
築
移
転

が
行
わ
れ
、
7
月
に
複
線
化
が
終

わ
る
と
、
11
月
1
日
に
は
待
望
の

電
車
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

 

（『
生
瀬
の
歴
史
』『
生
瀬
の
現
代
史
』）

　
日
本
の
鉄
道
は
、
明
治
5

（
1
8
7
2
）
年
の
新
橋-

横
浜

間
の
開
通
を
第
一
歩
と
し
て
、
明

治
末
期
ま
で
に
、
ほ
ぼ
全
国
の
幹

線
網
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
瀬
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
、

明
治
31
年
6
月
8
日
。
駅
名
は

「
有
馬
口
」
で
、
営
業
し
た
の
は

私
営
の
阪
鶴
鉄
道
で
し
た
。

　
宿
駅
と
し
て
繁
栄
を
極
め
た
生

瀬
も
、
明
治
20
年
の
駅
伝
取
締
所

の
廃
止
を
最
後
に
宿
場
と
し
て
の

使
命
を
終
え
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
鉄
道
の
開
通
は
生
瀬
を
活

気
づ
け
る
新
た
な
契
機
と
な
り
、

特
に
京
阪
神
方
面
か
ら
の
有
馬
温

泉
入
湯
者
へ
の
玄
関
口
と
な
り
、

駅
前
に
は
人
力
車
帳
場
や
か
ご
も

　
今
回
で
28
回
目
と
な
る
「『
宮

っ
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』“
わ
が
ま

ち
を
知
る
”」が
、昨
年
12
月
1
日

に
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
と
西

宮
市
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
は
阪
神
甲
子
園
駅
前

広
場
で
、
ゴ
ー
ル
は
阪
神
甲
子
園

球
場
に
ほ
ど
近
い
、
閑
静
な
住
宅

地
の
中
に
あ
る
八
ツ
松
公
園
で
し

た
。
コ
ー
ス
は
健
脚
コ
ー
ス
、
一

般
コ
ー
ス
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ー
ス
の
3
通
り
で

８
９
６
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
生
瀬
地
域
か
ら

の
参
加
者
は
例
年
の
２

倍
と
な
る
13
人
。
う
ち

５
人
は
ス
タ
ッ
フ
で
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
参
加
の

8
人
は
一
般
コ
ー
ス
を

選
び
ま
し
た
。

　
10
時
10
分
ご
ろ
に
ス

タ
ー
ト
、
最
初
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

甲
子
園
浜
自
然
環
境
セ

ン
タ
ー
へ
向
か
い
ま
し

た
。
約
7
㎞
コ
ー
ス
で

す
。
初
め
は
、
た
く
さ
ん
の
人
と

一
緒
に
歩
き
ま
し
た
。
甲
子
園
浜

自
然
環
境
セ
ン
タ
ー
で
ミ
ニ
ミ
ニ

水
族
館
を
見
て
、
甲
子
園
浜
に
出

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
堤
防
の
上
を
、

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
海
を
眺
め
な
が

ら
東
に
向
か
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
武
庫
川
ラ

ン
プ
下
児
童
公
園
で
す
。
阪
神
高

速
道
路
の
ル
ー
プ
橋
の
真
下
に
あ

り
ま
し
た
。
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト

は
岡
太
神
社
で
す
。
岡
太
神
社
は

鳴
尾
地
域
最
古
の
神
社
で
、
別
名

「
お
か
し
の
宮
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
西
へ
西
へ

と
歩
き
、
11
時
20
分
ご
ろ
に
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
会
場
の
公
園
で
は
、
く

じ
を
ひ
い
て
景
品
を
も
ら
い
、
学

文
中
学
校
和
太
鼓
部
の
演
奏
を
聞

き
、
生
瀬
地
域
か
ら
の
粗
品
も
も

ら
い
ま
し
た
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
た
く
さ
ん
の

人
に
出
会
い
、
お
世
話
に
な
っ
た

１
日
。
知
ら
な
か
っ
た
地
域
を
知

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
来
年
度

は
、
さ
ら
に
多
く
の
生
瀬
地
域
の

人
に
参
加
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　（
広
報
）

　
サ
ー
パ
ス
自
治
会
で
は
毎
年
、

自
治
会
員
の
交
流
の
場
と
し
て
サ

ー
パ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
子
ど
も

た
ち
も
楽
し
め
る
「
科
学
実
験
教

室
」
を
メ
イ
ン
企
画
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
初
め
は
、
大
阪
市
立
科
学
館
の

展
示
解
説
ス
タ
ッ
フ
・
秦
豊
吉
さ

ん
に
よ
る
「
光
と
色
の
三
原
色
」

の
実
験
で
す
。
秦
さ
ん
手
作
り
の

実
験
装
置
で
光
と
色
を
そ
れ
ぞ
れ

混
合
し
た
と
き
の
見
え
方
の
違
い

を
知
り
、
色
の
不
思
議
の
世
界
を

体
感
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
高
等
学
校
理
科
教

員
・
森
知
史
さ
ん
が
「
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
つ
く
ろ
う
」「
ア
ル
ミ
缶

を
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
し
よ
う
」「
ゴ
ム

風
船
の
ふ
し
ぎ
」「
紫
キ
ャ
ベ
ツ
を

使
っ
た
酸
性
・
ア
ル
カ
リ
性
の
ふ

し
ぎ
」「
カ
ラ
フ
ル
な
焼
き
そ
ば
を

つ
く
ろ
う
」「
果
物
電
池
を
つ
く
ろ

う
」
と
6
種
類
の
実
験
を
紹
介
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
生
ク

リ
ー
ム
と
牛
乳
と
砂
糖
を
入
れ
た

容
器
を
、
氷
と
食
塩
の
寒
剤
で
冷

や
し
な
が
ら
動
か
す
と
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
が
出
来
上
が
っ
て
大
喜
び
。

ま
た
、
加
熱
し
た
キ
ャ
ッ
プ
付
き

ア
ル
ミ
缶
を
冷
却
す
る
と
缶
が
音

を
立
て
て
つ
ぶ
れ
る
実
験
や
、
亜

鉛
板
と
銅
板
と
レ
モ
ン
を
使
っ
て

電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
動
さ
せ
る

実
験
な
ど
、
参
加
者
は
身
近
な
材

料
を
用
い
た
科
学
の
不
思
議
の

数
々
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
ビ
ン
ゴ
大
会
が
あ
り
、

今
年
の
サ
ー
パ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

 （
サ
ー
パ
ス
編
集
委
員

　中
西
哲
也
）

第28回「宮っ子ウォーキング」“わがまちを知る”
〜生瀬地域より13人が参加〜

 

わ
が
ま
ち
生
瀬
②

          

　― 

鉄
　道 

―

参
加
者
が一つ
に
な
り
楽
し
ん
だ「
科
学
実
験
教
室
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（サ
ー
パ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

　
今
年
は
巳み

年
、
お
正
月
か
ら
蛇

が
人
気
で
す
ね
。
タ
イ
ト
ル
は
春

の
季
語
で
「
へ
び
　
あ
な
を
い

ず
」
と
読
み
ま
す
。
近
頃
は
蛇
を

見
か
け
る
こ
と
も
減
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
関
西
で
見
か
け
る
蛇
は
8
種
類

で
す
。
畑
の
近
く
に
は
カ
エ
ル
や

ネ
ズ
ミ
を
餌
と
す
る
ヤ
マ
カ
ガ
シ
、

ニ
ホ
ン
マ
ム
シ
、
ヒ
バ
カ
リ
、
林

の
近
く
で
は
ジ
ム
グ
リ
、
シ
ロ
マ

ダ
ラ
、
湿
気
の
あ
る
場
所
に
タ
カ

チ
ホ
ヘ
ビ
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
い

る
の
が
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
と
シ
マ

ヘ
ビ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
瀬

水
路
で
ス
イ
ス
イ
泳
ぐ
シ
マ
ヘ
ビ

と
並
ん
で
散
歩
し
た
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
は
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

生
瀬
皇
太
神
社
の
近
く
で
、

タ
カ
チ
ホ
ヘ
ビ
と
出
合
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昔
か
ら
蛇
は
神

様
の
使
い
と
い
わ
れ
、
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

実
際
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

蛇
を
見
る
と
ギ
ャ
ー
と
悲

鳴
を
上
げ
嫌
悪
感
を
持
つ

人
が
多
い
で
す
。
蛇
は
非

常
に
臆
病
で
合
理
的
な
生

き
物
で
す
。
人
の
気
配
を
感
じ
る

と
逃
げ
て
い
く
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
見
か
け
て
も
捕
ま
え
た
り

せ
ず
、
そ
っ
と
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
ね
。

【
も
し
も
蛇
に
か
ま
れ
た
ら
】

　
蛇
毒
で
す
ぐ
に
命
を
落
と
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
落
ち

着
い
て
、
蛇
の
姿
を
記
録
し
、
速

や
か
に
救
急
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
は
、
毒
蛇
1
1
0
番
（
ジ
ャ

パ
ン
・
ス
ネ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
☎

0
2
7
7
・

78
・
5
1
9
3
）

に
相
談
を
。
　
　
　

生
瀬
の
自
然
20
〜 

蛇

　穴
を
出
ず 

〜

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　太
田

　昌
子

蛇
穴
を
出
て 

人
間
を

　
　
　
　
　
　
恐
れ
け
り
　

　
　
　
　
　
　
　
正
岡
　
子
規

手作りの三原色混合マシーンを使っ
て光と色の三原色を説明する秦さん

身近な材料を用いた科学の不思議
の数 を々紹介する森さん

昭和39年の生瀬駅。大阪行き通勤列車が見えます

右端の建物が駅舎。ホームへは線路を渡って行きます

きむら歯科医院
一般歯科・小児歯科・口腔外科・矯正歯科

〒669-1104 西宮市生瀬武庫川町2 セルヴィオ4番館207号

TEL&FAX 0 7 9 7 － 8 5 － 8 4 0 0

診療時間（月～土）9：30～12：30　14：30～19：00（土曜17：00迄）

休 診 日　　日曜・祝日　　急患随時　　在宅診療可

ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  

㈱ 真まこと心 
0120-0983-42 
0797-78-9475

生前見積もり承ります。・・・（祭壇費用より1割サービスいたします） 

総合葬祭 

株式会社ABC医療
西宮市生瀬 2丁目 8－14
TEL 0120－153－117

エービーシーケアセンター
・居宅介護支援事業所 ・訪問介護事業所
・福祉用具事業所 ・住宅改修

エービーシー訪問介護ステーション

ABCデイサービス

広告

徳山土木株式会社

国土交通省を始め、兵庫県、市役所等の官公庁や民間企業
  から発注いただいた土木工事を中心に事業を展開しております。

西宮市生瀬東町2-16 TEL：0797-84-1023　FAX：0797-84-1023

住みよい街づくり、それが私たちの使命です



⑶  第377号 令和 7年 3月 1日わ が ま ち 生 瀬 第377号 令和 7年 3月 1日 ⑵わ が ま ち 生 瀬

生瀬地域参加者のゴールを待つスタッフ

広告 広告広告

常
駐
し
ま
し
た
。

　
阪
鶴
鉄
道
は
そ
の
後
、
明
治
40

年
に
国
有
鉄
道
と
な
り
、
現
在
の

J
R
福
知
山
線
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
に
な
っ
て
周
辺
の
開
発
が

進
み
、
三
田
・
篠
山
方
面
か
ら
の

通
勤
客
の
増
加
に
よ
り
複
線
電
化

の
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
48

（
1
9
7
3
）
年
2
月
に
福
知
山

線
複
線
電
化
の
構
想
が
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
自
治
会
も
西
宮
市
や
大
阪

鉄
道
管
理
局
な
ど
に
働
き
か
け
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
ま
し

た
。

　
複
線
電
化
に
よ
り
、
昭
和
61
年

2
月
に
生
瀬
駅
の
駅
舎
新
築
移
転

が
行
わ
れ
、
7
月
に
複
線
化
が
終

わ
る
と
、
11
月
1
日
に
は
待
望
の

電
車
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

 

（『
生
瀬
の
歴
史
』『
生
瀬
の
現
代
史
』）

　
日
本
の
鉄
道
は
、
明
治
5

（
1
8
7
2
）
年
の
新
橋-

横
浜

間
の
開
通
を
第
一
歩
と
し
て
、
明

治
末
期
ま
で
に
、
ほ
ぼ
全
国
の
幹

線
網
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
瀬
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
、

明
治
31
年
6
月
8
日
。
駅
名
は

「
有
馬
口
」
で
、
営
業
し
た
の
は

私
営
の
阪
鶴
鉄
道
で
し
た
。

　
宿
駅
と
し
て
繁
栄
を
極
め
た
生

瀬
も
、
明
治
20
年
の
駅
伝
取
締
所

の
廃
止
を
最
後
に
宿
場
と
し
て
の

使
命
を
終
え
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
鉄
道
の
開
通
は
生
瀬
を
活

気
づ
け
る
新
た
な
契
機
と
な
り
、

特
に
京
阪
神
方
面
か
ら
の
有
馬
温

泉
入
湯
者
へ
の
玄
関
口
と
な
り
、

駅
前
に
は
人
力
車
帳
場
や
か
ご
も

　
今
回
で
28
回
目
と
な
る
「『
宮

っ
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』“
わ
が
ま

ち
を
知
る
”」が
、昨
年
12
月
1
日

に
西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
と
西

宮
市
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
は
阪
神
甲
子
園
駅
前

広
場
で
、
ゴ
ー
ル
は
阪
神
甲
子
園

球
場
に
ほ
ど
近
い
、
閑
静
な
住
宅

地
の
中
に
あ
る
八
ツ
松
公
園
で
し

た
。
コ
ー
ス
は
健
脚
コ
ー
ス
、
一

般
コ
ー
ス
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ー
ス
の
3
通
り
で

８
９
６
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
生
瀬
地
域
か
ら

の
参
加
者
は
例
年
の
２

倍
と
な
る
13
人
。
う
ち

５
人
は
ス
タ
ッ
フ
で
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
参
加
の

8
人
は
一
般
コ
ー
ス
を

選
び
ま
し
た
。

　
10
時
10
分
ご
ろ
に
ス

タ
ー
ト
、
最
初
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

甲
子
園
浜
自
然
環
境
セ

ン
タ
ー
へ
向
か
い
ま
し

た
。
約
7
㎞
コ
ー
ス
で

す
。
初
め
は
、
た
く
さ
ん
の
人
と

一
緒
に
歩
き
ま
し
た
。
甲
子
園
浜

自
然
環
境
セ
ン
タ
ー
で
ミ
ニ
ミ
ニ

水
族
館
を
見
て
、
甲
子
園
浜
に
出

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
堤
防
の
上
を
、

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
海
を
眺
め
な
が

ら
東
に
向
か
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
武
庫
川
ラ

ン
プ
下
児
童
公
園
で
す
。
阪
神
高

速
道
路
の
ル
ー
プ
橋
の
真
下
に
あ

り
ま
し
た
。
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト

は
岡
太
神
社
で
す
。
岡
太
神
社
は

鳴
尾
地
域
最
古
の
神
社
で
、
別
名

「
お
か
し
の
宮
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
西
へ
西
へ

と
歩
き
、
11
時
20
分
ご
ろ
に
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
会
場
の
公
園
で
は
、
く

じ
を
ひ
い
て
景
品
を
も
ら
い
、
学

文
中
学
校
和
太
鼓
部
の
演
奏
を
聞

き
、
生
瀬
地
域
か
ら
の
粗
品
も
も

ら
い
ま
し
た
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
た
く
さ
ん
の

人
に
出
会
い
、
お
世
話
に
な
っ
た

１
日
。
知
ら
な
か
っ
た
地
域
を
知

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
来
年
度

は
、
さ
ら
に
多
く
の
生
瀬
地
域
の

人
に
参
加
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　（
広
報
）

　
サ
ー
パ
ス
自
治
会
で
は
毎
年
、

自
治
会
員
の
交
流
の
場
と
し
て
サ

ー
パ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
子
ど
も

た
ち
も
楽
し
め
る
「
科
学
実
験
教

室
」
を
メ
イ
ン
企
画
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
初
め
は
、
大
阪
市
立
科
学
館
の

展
示
解
説
ス
タ
ッ
フ
・
秦
豊
吉
さ

ん
に
よ
る
「
光
と
色
の
三
原
色
」

の
実
験
で
す
。
秦
さ
ん
手
作
り
の

実
験
装
置
で
光
と
色
を
そ
れ
ぞ
れ

混
合
し
た
と
き
の
見
え
方
の
違
い

を
知
り
、
色
の
不
思
議
の
世
界
を

体
感
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
高
等
学
校
理
科
教

員
・
森
知
史
さ
ん
が
「
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
つ
く
ろ
う
」「
ア
ル
ミ
缶

を
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
し
よ
う
」「
ゴ
ム

風
船
の
ふ
し
ぎ
」「
紫
キ
ャ
ベ
ツ
を

使
っ
た
酸
性
・
ア
ル
カ
リ
性
の
ふ

し
ぎ
」「
カ
ラ
フ
ル
な
焼
き
そ
ば
を

つ
く
ろ
う
」「
果
物
電
池
を
つ
く
ろ

う
」
と
6
種
類
の
実
験
を
紹
介
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
生
ク

リ
ー
ム
と
牛
乳
と
砂
糖
を
入
れ
た

容
器
を
、
氷
と
食
塩
の
寒
剤
で
冷

や
し
な
が
ら
動
か
す
と
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
が
出
来
上
が
っ
て
大
喜
び
。

ま
た
、
加
熱
し
た
キ
ャ
ッ
プ
付
き

ア
ル
ミ
缶
を
冷
却
す
る
と
缶
が
音

を
立
て
て
つ
ぶ
れ
る
実
験
や
、
亜

鉛
板
と
銅
板
と
レ
モ
ン
を
使
っ
て

電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
動
さ
せ
る

実
験
な
ど
、
参
加
者
は
身
近
な
材

料
を
用
い
た
科
学
の
不
思
議
の

数
々
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
ビ
ン
ゴ
大
会
が
あ
り
、

今
年
の
サ
ー
パ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

 （
サ
ー
パ
ス
編
集
委
員

　中
西
哲
也
）

第28回「宮っ子ウォーキング」“わがまちを知る”
〜生瀬地域より13人が参加〜
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鉄
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参
加
者
が一つ
に
な
り
楽
し
ん
だ「
科
学
実
験
教
室
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（サ
ー
パ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

　
今
年
は
巳み

年
、
お
正
月
か
ら
蛇

が
人
気
で
す
ね
。
タ
イ
ト
ル
は
春

の
季
語
で
「
へ
び
　
あ
な
を
い

ず
」
と
読
み
ま
す
。
近
頃
は
蛇
を

見
か
け
る
こ
と
も
減
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
関
西
で
見
か
け
る
蛇
は
8
種
類

で
す
。
畑
の
近
く
に
は
カ
エ
ル
や

ネ
ズ
ミ
を
餌
と
す
る
ヤ
マ
カ
ガ
シ
、

ニ
ホ
ン
マ
ム
シ
、
ヒ
バ
カ
リ
、
林

の
近
く
で
は
ジ
ム
グ
リ
、
シ
ロ
マ

ダ
ラ
、
湿
気
の
あ
る
場
所
に
タ
カ

チ
ホ
ヘ
ビ
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
い

る
の
が
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
と
シ
マ

ヘ
ビ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
瀬

水
路
で
ス
イ
ス
イ
泳
ぐ
シ
マ
ヘ
ビ

と
並
ん
で
散
歩
し
た
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
は
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

生
瀬
皇
太
神
社
の
近
く
で
、

タ
カ
チ
ホ
ヘ
ビ
と
出
合
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昔
か
ら
蛇
は
神

様
の
使
い
と
い
わ
れ
、
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

実
際
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

蛇
を
見
る
と
ギ
ャ
ー
と
悲

鳴
を
上
げ
嫌
悪
感
を
持
つ

人
が
多
い
で
す
。
蛇
は
非

常
に
臆
病
で
合
理
的
な
生

き
物
で
す
。
人
の
気
配
を
感
じ
る

と
逃
げ
て
い
く
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
見
か
け
て
も
捕
ま
え
た
り

せ
ず
、
そ
っ
と
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
ね
。

【
も
し
も
蛇
に
か
ま
れ
た
ら
】

　
蛇
毒
で
す
ぐ
に
命
を
落
と
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
落
ち

着
い
て
、
蛇
の
姿
を
記
録
し
、
速

や
か
に
救
急
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
は
、
毒
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2
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1
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。
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森
林
イ
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ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　太
田

　昌
子

蛇
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を
出
て 

人
間
を

　
　
　
　
　
　
恐
れ
け
り
　

　
　
　
　
　
　
　
正
岡
　
子
規

手作りの三原色混合マシーンを使っ
て光と色の三原色を説明する秦さん

身近な材料を用いた科学の不思議
の数 を々紹介する森さん

昭和39年の生瀬駅。大阪行き通勤列車が見えます

右端の建物が駅舎。ホームへは線路を渡って行きます

きむら歯科医院
一般歯科・小児歯科・口腔外科・矯正歯科

〒669-1104 西宮市生瀬武庫川町2 セルヴィオ4番館207号

TEL&FAX 0 7 9 7 － 8 5 － 8 4 0 0

診療時間（月～土）9：30～12：30　14：30～19：00（土曜17：00迄）

休 診 日　　日曜・祝日　　急患随時　　在宅診療可

ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  

㈱ 真まこと心 
0120-0983-42 
0797-78-9475

生前見積もり承ります。・・・（祭壇費用より1割サービスいたします） 

総合葬祭 

株式会社ABC医療
西宮市生瀬 2丁目 8－14
TEL 0120－153－117

エービーシーケアセンター
・居宅介護支援事業所 ・訪問介護事業所
・福祉用具事業所 ・住宅改修

エービーシー訪問介護ステーション

ABCデイサービス

広告

徳山土木株式会社

国土交通省を始め、兵庫県、市役所等の官公庁や民間企業
  から発注いただいた土木工事を中心に事業を展開しております。

西宮市生瀬東町2-16 TEL：0797-84-1023　FAX：0797-84-1023

住みよい街づくり、それが私たちの使命です
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　「
ふ
る
さ
と
か
か
し
親
の
会
」

会
長
・
岡
上
正
人
さ
ん
に
よ
る
奥

播
磨
か
か
し
の
里
で
の
地
域
づ
く

り
活
動
に
つ
い
て
の
講
演
が
、
昨

年
11
月
30
日
に
生
瀬
市
民
館
で
あ

り
ま
し
た
。

　
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
当
時
、

住
人
が
１
５
０
人
い
た
岡
上
さ
ん

の
故
郷
で
あ
る
村
は
、
40
年
以
上

も
前
に
最
後
の
子

ど
も
が
生
ま
れ
て

以
降
、
人
口
は
減

る
一
方
で
、
現
在

は
高
齢
者
中
心
の

10
人
の
み
が
暮
ら

し
て
い
る
姫
路
市

安
富
町
関
地
区
で

す
。
岡
上
さ
ん
は
、

そ
の
村
で
人
間
そ

っ
く
り
の
「
か
か

し
」
を
置
い
て

「
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
」
を
再
現
し
、

多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
村
づ
く
り
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
集
落
内
に
は
リ
ヤ
カ
ー
を

押
し
て
い
る
か
か
し
、
椅
子
に
座

っ
て
の
ん
び
り
話
を
し
て
い
る
か

か
し
な
ど
１
３
０
体
余
り
の
か
か

し
を
ジ
オ
ラ
マ
風
に
展
示
し
、
さ

ら
に
２
３
０
体
を
淡
路
島
の
国
営

明
石
海
峡
公
園
や
中
国
自
動
車
道

名
塩
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
に
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
生
瀬
地
域
も

こ
の
講
演
会
を
機
に
、
3
体
の
か

か
し
を
借
り
て
い
ま
す
。

　
奥
播
磨
か
か
し
の
里
で
は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
他
地
域
と

の
交
流
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
24
日
に
は
「
収
穫

祭
」
が
催
さ
れ
、
野
菜
の
即
売
り

や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、

ま
た
、
多
数
の
恐
竜
が
勢
ぞ
ろ
い

し
、
に
ぎ
や
か
な
催
し
と
な
り
ま

し
た
。

　
岡
上
さ
ん
は
、
都
市
住
民
が
田

舎
の
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
、
村

人
と
共
に
集
落
の
維
持
と
活
性
化

に
関
わ
る
活
動
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
）

　＜講演会＞
ー　かかしで村おこし　ー
講師：ふるさとかかし親の会　岡上 正人氏

　
西
宮
生
き
生
き
体
操
に
取
り
組

ん
で
早
や
11
年
。
体
を
動
か
す
毎

週
火
曜
日
が
楽
し
み
と
い
う
人
も

増
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
健
康
に
良
く
楽
し
い
取

り
組
み
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

テ
レ
ビ
で
筋
ト
レ
・
脳
ト
レ
「
リ

バ
イ
バ
ル
ダ
ン
ス
」
を
知
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
歌
手
の
安
室
奈
美

恵
さ
ん
や
S
M
A
P
の
振
付
師
兼

ダ
ン
サ
ー
で
あ
る
S
A
M
さ
ん
が
、

自
身
の
高
齢
の
母
親
の
病
気
を
き

っ
か
け
に
、
ダ
ン
ス
の
力
で
高
齢

期
の
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

目
的
（
病
気
予
防
な
ど
）
で
発
案

し
た
も
の
で
す
。
認
知
症
の
専
門

医
や
理
学
療
法
士
の
監
修
の
下
、

S
A
M
さ
ん
が
所
属
す
る
Ｔ
Ｒ
Ｆ

の
２
人
の
ダ
ン
サ
ー
と
共
に
考
案

し
ま
し
た
。
昭
和
や
平
成
の
ヒ
ッ

ト
曲
に
合
わ
せ
て
高
齢
者
も
楽
し

み
な
が
ら
踊
れ
ま
す
。
振
り
付
け

を
覚
え
た
り
、
懐
か
し
い
音
楽
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
す
る

こ
と
は
脳
へ
の
刺
激
と
な
り
ま
す
。

思
い
出
も
再
生
し
な
が
ら
、
脳
と

体
を
元
気
に
す
る
ダ
ン
ス
で
す
。

振
り
は
間
違
え
て
も
、
楽
し
く
で

き
れ
ば
大
丈
夫
。

　「
リ
バ
イ
バ
ル
ダ
ン
ス
」
は
惣

川
集
会
所
で
始
め
た
ば
か
り
で
す

が
、
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
使
わ

な
い
部
位
も
含
め
て
、
ゆ
っ
く
り

だ
け
ど
全
身
を
動
か
す
の
で
汗
び

っ
し
ょ
り
！
」
と
の
声
。

　
こ
れ
か
ら
も
で
き
れ
ば
、
月
2

回
は
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
）

  
一
緒
に
い
か
が
？

     
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
新
し
い
健
康
ダ
ン
ス
始
め
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                 

東
部
き
ず
な
会

ビデオを見ながら、懸命に振り付けを覚えるきずな
会の皆さん

ちょっと分かってきたよ！　歌も自然に口
から出て、楽しい！

切り絵　「松本城」
制作者：豊田 良三

（花の峯切り絵サークル）

温和な講演。岡上正人さん

後ろで3体のかかしも参加。岡上さんの講演を応援
しました

ティラノサウルスが歩き回る収穫祭

かかしの里で来客をお出迎え

西宮市生瀬町2-2-2

西宮市北部在宅療養相談支援センター ℡ 0797-84-2061

医療法人社団 緑水会

広告 広告

―
生
瀬
講
座
―

★
講
座「
認
知
機
能
を
高
め
よ
う
！
」

　
　
〜
頭
と
体
の

　
　
　
　
に
こ
に
こ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜

日
時
　

3
月
14
日（
金
）10
:
00
~
11:30

講
師
　
石
原
健
司
　
氏

　
　
　（
ラ
イ
フ
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
公
認
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ー
チ
）

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
※
申
込
不
要

問
　
生
瀬
市
民
館
　
☎
86・5
０
3
０

―
生
瀬
よ
ち
よ
ち
広
場
―

★「
こ
ど
も
の
心
と
絵
本
」

日
時
　

3
月
18
日（
火
）10
:
30
~
11:30

　
　
　
要
申
し
込
み
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

会
場
　
生
瀬
市
民
館

問
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー
　
☎
61・１
７
１
０

―
北
部
図
書
館
―

【
お
は
な
し
会
】
※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

★「
0
〜
2
歳
児
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
月
第
2
木
曜
日
　
11
:
00
~

場
所
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
15
組

★「
幼
児
〜
小
学
生
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
11:00
~

場
所
　
図
書
館
前
ロ
ビ
ー

定
員
　
先
着
12
人

問
　
北
部
図
書
館
　
☎
61・１
７
０
６

※
西
宮
市
に
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
た
　

　
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

【
3
・
4
月
の
催
し
案
内
】

　青峯道路から見る裏六甲の山々が、冬の装いを解くのはまだまだ先のようです。しかし、ふと道端に目を向けると、
そこにはかすかに春の訪れを感じさせる生命の息吹が感じとれます。
　さて、古くから摂津と丹波を結ぶ街道として栄えてきたわが町・生瀬は、生瀬皇太神社や淨橋寺をはじめとする歴
史的建造物を有し、いにしえの町並みを今にとどめています。
　１年足らず編集委員として関わってきて、地域情報誌として、この地域の人々の活動と生活に役立つ情報を収集する難
しさを痛感しました。長く続いた先人の苦労がしのばれます。地道な地域情報誌の出版が、その地域の人々の生活を守
り、文化を守ることにつながらなくてはならないものと分かりました。　　　　　　　　　　　 （花の峯編集委員　木村 勝三）

切り絵　「生瀬皇太神社」
制作者：鈴木 房子

（花の峯切り絵サークル）

編 集 後編 集 後 記記


